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概要
　本コースは、環境政策・施策の立案並びに戦略構築を行うス
キルを持ち、鳥瞰的な視野で指導的な役割を果たす即実践型環
境マネジメント人材の養成を目的とした、修士課程及び博士課
程のコースである。2012年は14名の入学生があり、とくにバッ
クキャスト思考の重要性に関して、カリキュラムの強化を行い、
より質の高い OJT, PSS への取り組みを行っている。広報、情
報収集活動には特に重みを掛け、講義のデータベース化、過去
の OJT, VPP/PSS の整理、分析も行った。

今年の入学生
　本コースでは、平成24年に8期生として社会人学生11名、
学部学生3名の入学があった。6、7期生と合わせて19名が在
籍している。今後も引き続き、主に社会人を対象とした即実践
型環境マネジメント人材の養成を行い、持続可能な社会に必要
なソリューション創出のための具体的な成果を発信し続けた
い。修了生は、企業や行政機関、NGO 等の様々な領域で活躍
しているが2011年に実施した修了生の追跡調査では、特に環
境 PO が社会で活躍していることが統計的にも明確になり、今
後も教育方法とその成果に関して継続調査を進める予定であ
る。

カリキュラムの改善
　本年度はカリキュラムとして、PSS 教材、サステイナブル
経済政策論並びにソリューション創出論、自然技術イノベー
ション論等の検証を行い、いくつかのコマの組み換えや言葉の
定義付けなどの改善を行った。さらに環境の文化的側面を学ぶ

こと、ならびに SEMSaT 教員による各専門分野の講義を行う
ことの重要性を鑑み、「日本文化風土論」、「環境政策技術マネ
ジメント概論」の新たな開講を行った。前者は安田喜憲教授に
よるもので、グループワーク等を採り入れ、イーラーニングを
活用して、社会人学生と一般学生との交流も行う等、新しい教
育手法を取り入れている。また後者は、SEMSaT 講師陣がオ
ムニバス形式で、それぞれの専門の最新の動向を講義したもの
である。環境やサステイナビリティに関しては、時々刻々情勢
が変化しているため、それに合わせたリニューアルが不可欠で
ある。今後も毎年、着実なブラッシュアップを重ねて行きたい。

広報・情報収集活動
　本年は、前年度に大幅に改定した HP(www.semsat.jp)
を頻度を上げてメンテナンスし、講義や学生たちの顔がより見
えるようにした。具体的には、修了生も含めた学生の感想のペー
ジを設け、体験授業などを開設し、より現実的に授業内容が見
えるようにし、HP へのアクセス数も以前より増えるように
なった。
　イーラーニングに関しては、今後も継続、進化させていく重
要性に鑑み、新機材を導入し、撮影専用のスタジオを開設した。
これにより、場所や時間の制約なく、効率的な録画撮りが可能
になった。
　また SEMSaT セミナー（2回 / 年）では、第12回（2月）に鎌
倉投信㈱　鎌田恭幸氏を招き、「意思あるお金が社会を変える」
と題して、本来的な意味での社会責任投資のあり方について議
論し、第13回（6月）は㈱西粟倉・森の学校   牧大介氏を迎え、「共
感が創成する地域経済」というタイトルで自立分散型の地域経
済の可能性や今後の方向性を議論した。SEMSaT ショートコー
スは、6月と10月に「社会変革を伴う新しい経営視点とは？」

－バックキャストという概念
を使った新しい戦略策定－と
いうタイトルで、開催し、毎
回 定 員 を 上 回 る 方 々 に
SEMSaT の考え方を短時間
に圧縮して学んで頂いた。共
に、アンケートによれば、好
評で、参加者に多くの気付き
と SEMSaT を認識頂いたと

考えている。
　その他パンフレットのリニューアル、東京、仙台における入
試説明会への参加等を行い、よりいっそう広報・情報収集活動
に力を入れた。

知的資産のデータベース化
　SEMSaT のコースデザインは、週末を利用した対面授業と
イーラーニングとに大別されるが、後者に関して、中長期的な
視座に立って、知的資産として遺していくことを進めている。
可能な限りの新規情報を収集し、2014年度までに必要なビデ
オ撮りを完了し、環境科学研究科の貴重な財産として、検索機
能等も付加し、多くの方に使って頂けるようデータベース化を
行う予定である。現在のところ、最終的には、143コマ分のデー
タベース化を完了させるが、現在までで約40コマのタグ付け、お
よびデータベース化を終了している。
　また、SEMSaT スタート以来、どのように環境を基盤にし
たビジネス視点が変わってきているかを俯瞰する目的で、過去
28回分の OJT 課題ならびに過去40回分の VPP/PSS のデー
タベース化も開始した。ものつくり中心のビジネスプランから、
ライフスタイルデザインに立脚したプランへの推移が比較的顕
著に見られる。今後の OJT、PSS 指導の基礎情報として、また、
環境意識変遷の検討素材として活用したい。

その他
　エコジャパンカップ授賞式

（2月13日）が開催され、「90
歳ヒアリング」がライフスタイ
ル部門「市民が創る環境のまち
元気大賞」の特別賞を受賞した。
この90歳ヒアリング手法は、
SEMSaT の3期生の佐藤哲氏
の VPP の成果が展開されたも
ので、当初は宮城のみだったの
が、現在、秋田・金沢・大船渡な
ど国内外14カ所に拡大している。

　DESIS Japan フォーラム in 仙台を開催（5月13日）、東北地
方におけるソーシャルイノベーション事例が紹介された。東京

や関西地域からも関心がある
大学関係者が多く参加し、
DESIS への参加意向を強め
て い る。（DESIS:Design for 
social Innovation towards 
sustainability   .http://desis-
japan.org/j/）

　自然技術イノベーション論やソリューション創出論に直接関
わる、ネイチャー・テクノロジーやライフスタイル研究とその
実証試験に関するショールー
ムが完成した（9月）。ネイ
チャーテクノロジーを用いた
ものつくり例や出版書籍、エ
コラボにおける微弱発電シス
テムや DC ／ AC ハイブリッ
ドの実証試験装置などが展示
されており、取材や見学に多
くの方が訪れている。

　ライフスタイル研究の一環
として、8月に沖永良部島（奄
美諸島）で、島に自生してい
る植物と人々の生活のかかわ
りについて現地調査を行っ
た。人びとの自然を利用した
暮らしを見直すための資料と
して出版を計画している。

　エコプロダクツ東北2012（夢メッセ宮城10月12日〜14日）、
に出展、環境省と連携し、ライフスタイル・デザインの成果や
ライフスタイル提案型イノ
ベーション事例の「インハウ
スファーム」、「トンボの風車」
を展示した。また、来訪者に
対するアンケートを実施し、
社会受容性評価や新たなアイ
ディア収集を行った。

	 SEMSaT (Graduate Course in Strategic Environmental Management and Sustainable Technology Solutions) is 
a course for Masters Degree and Doctorral Degree that started in October, 2005 aims at fostering generalists who 
can manage the environmental strategies and policymaking at private sectors and administrations. (Adopted as 
five years project by the JST in 2005)  In seven years, 47 master course students and 5 doctoral course students 
have completed their studies.
	 The graduate is taking an active part in various areas of the enterprise, NGO and the administrative body. In 
the year of 2012, 14 students entered the Masters Degree course and started learning.  Through the OJT-1, OJT-2 
study, importance of backcasting method is emphasized and repeatedly trained including special lecture.
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